
 
        

 上上北北沢沢桜桜並並木木会会議議よよりり文文化化祭祭催催しし物物ののおお知知ららせせ    
そそのの 11  

 
上北沢桜並木会議では、１１月３日(土)，４日(日) 開催の上北沢区民

センター文化祭で、講講演演会会を催します。ご家族やお知り合いの皆様お

誘い合わせの上、多くの方々のご参加をお願い申し上げます。 
 

●●  講講  演演  会会  
  

１１１１月月３３日日((土土))  1122 時時～～1122 時時 5500 分分  11 階階ホホーールル  
   

＜＜ソソメメイイヨヨシシノノのの不不思思議議＞＞  
 副題：だいじょうぶ？上北沢の桜並木 

 

  講講師師：：相相場場  芳芳憲憲  ((ああいいばばよよししののりり))  氏氏  
 

 

【【講講師師ププロロフフィィーールル】】  
現在、東京農工大学名誉教授であるかたわら、都立代々木公園ボ

ランティア会員や豊島区かんきょう観察員として、下記のような

地域や街づくりの活動に活躍。 
・かんきょう観察員として豊島区民参加の環境調査･学習活動に尽力 

・くにたち大学通りの桜並木鑑定    
・目白の森での樹木観察と樹名板付け（豊島みどりの会） 

 
【【講講演演内内容容】】  

ソメイヨシノが寿命６０年足らずで枯れていく状況が各地で報じ

られている中、上北沢の桜並木は樹齢８０年の歴史を持ち、さらに

元気に生き続けています。 
ソメイヨシノはエドヒガンとオオシマザクラを掛け合わせて作っ

たもので、桜の中で最も華やかで美しいとされているのですが、弱

くて病気にかかりやすいという弱点があります。しかし、この弱点

を克服すれば、継続して美しく花を咲かせることができるのです。 
桜について第一人者である相場芳憲先生に、＜ソメイヨシノの不

思議＞と題して、この地の桜がなぜ８０年も生きることができたの

か、これからも生き続けるにはどうすれば良いかなどについてお話

していただきます。 
 
 
 



 
        

 上上北北沢沢桜桜並並木木会会議議よよりり文文化化祭祭催催しし物物ののおお知知ららせせ    
そそのの２２  

 

上北沢桜並木会議では、１１月３日(土)，４日(日) 開催の上北沢区民

センター文化祭で、影影絵絵 DDVVDD 上上映映会会を催します。ご家族やお知り合い

の皆様お誘い合わせの上、多くの方々のご参加をお願い申し上げます。 
 

●●  影影  絵絵  ＤＤＶＶＤＤ  上上  映映  会会  
  

１１１１月月４４日日((日日))  １１４４時時３３００分分～～11５５時時３３００分分  ２２階階音音楽楽室室  
    「「世世田田谷谷区区のの昔昔話話」」  石石井井  昭昭（（いいししいいああききらら））氏氏作作  

企画制作 上北沢桜並木会議 
  

【【作作者者ププロロフフィィーールル】】    
１９３３年 カナダ・バンクーバー生。独学で影絵の技法を習得。

学研の児童画作家養成の会「童夢の会」、YMCA 漫画スクールなど

で作画、イラストの技法を学ぶ。青年座、芸術座などの舞台背景

映像、東映ほかのカラオケ映像、ローカルテレビの番組などを多

数制作。ドイツケルン・フォトキナの映像コンテスト、アメリカ

AMI コンテスト、マルチメデイアグランプリ、日本映画テレビ技術

協会、地方の時代映像祭等において多数の賞を受賞（上北沢在住） 
 

【【上上映映作作品品】】  
・ お寺の招き猫（豪徳寺の招き猫が 

殿様を落雷から救った話） 
  

・狸の恩返し（上北沢自動車学校の   

南にある長徳寺が４００年前弦巻    

のタンチ山にあった時、森の開発 

をおさえて狸やリスのすみかを守  

ったお百姓に不作のときに狸たち 

がお米を持って恩返しに来た話） 
 

・ さくらわらし(新しい昔話。桜の木にはさくらわらし(妖精)が住んで

いる。心暖かい人にしか見えない) 
 

その他 月のひかり(前記フォトキナ受賞作品)、 

神田川、光響詩小江戸など 

 
 


